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アジアの株式市場 

アジアの株式市場が堅調な背景は？ 
予想利益の大幅な改善が背景です。世界経済の回復がアジアにも波及してい

ます。けん引役は韓国、インドネシア、中国、インドなどです。インド、インドネシア、

中国は18年以降も2桁の利益成長が期待され、フィリピンも利益成長が加速す

る見通しです。 

（注1）上図のデータは2012年1月末~2017年5月末。2017年5月は16日現在。2012年~2017年の1株当たり予想利益は12カ月先予想、
2018年~2019年の1株当たり予想利益は単年予想（MSCIベース）。 MSCIアジアはMSCI AC Asia（除く日本）。 

（注2）MSCI AC Asia（除く日本）の構成国・地域は、中国、韓国、台湾、香港、インド、シンガポール、インドネシア、マレーシア、タイ、フィリピン。 
（出所）FactSetのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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【アジア株式市場と企業業績の推移】（ポイント） （米ドル）

（年）
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MSCIアジア（左軸）

MSCIアジアの1株当たり

予想利益（右軸）

               （単位：％）                （単位：％）

2017年 2018年 2019年 2017年 2018年 2019年

MSCIアジア 19.4 9.8 9.5 インドネシア 16.5 13.7 11.9

中国 15.8 13.0 13.3 マレーシア 3.4 6.6 1.6

韓国 42.6 6.7 6.2 タイ 7.1 10.6 8.6

台湾 12.1 6.7 6.3 フィリピン 3.0 11.6 12.1

香港 10.4 7.0 ▲ 0.5 ＜参考＞日本 13.9 7.7 9.9

インド 14.2 18.3 11.7 ＜参考＞米国 10.8 11.9 10.2

シンガポール 7.9 8.1 7.6 ＜参考＞全世界 15.2 10.6 9.5

【1株当たり予想利益の前年比伸び率】


